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  歩行が困難な方は、  歩行が困難な方は、
　移送（送迎）サービスで。　移送（送迎）サービスで。

　一関市社会福祉協議会では、歩行が困難で介
助が必要な方で、病院等に通院できない高齢者
や障害者の移送サービスを実施しております。
　新たに東山支部では、車両後部のリフトを使
用し安心して乗車することができるワゴン車両
を配備し、11月より東山地域でスタートしまし
た。運転者はボランティア会員が移送専用車両
で送迎しています。
　また、移送サービスを利用したい方は事前に
登録が必要となりますので、ご相談ください。

◎問い合わせ先
　一関市社会福祉協議会の一関・花泉・大東・
　千厩・東山・室根・川崎の各支部へ

[2007年1月31日発行]
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ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
、

い
つ
も
い
き
い
き

い
つ
も
い
き
い
き

日
中
一
人
で
い
る
方
や
近
所
の
方
が
、
お
茶
の
み
を
す
る
会
を
自
主
的
に

つ
く
り
、
日
時
・
場
所
を
決
め
な
が
ら
定
期
的
に
す
す
め
る
、
各
地
域
の

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
健
康
で
張
り
合
い
の
あ
る
楽
し
い
サ
ロ
ン
で
す
。

■ 雪ん子人形づくりに挑戦 ■
―ふれあいサロン（涌津地区）―

■ レクリエーションも真剣に ■
―長者むつみ会（摺沢地区）―

　大東地域には現在 64 のサロングループが活動を展開
しています。それぞれ、世話人さんや参加者が無理のな
い範囲で集まり、お茶のみや昼食会、レクリエーション
を楽しんでいます。３月には世話人さんの代表者交流会
議を大東支部で開催し、情報交換やレク指導を行う予定
になっています。

■ 広々ゆったりと ■
―ふれあいサロン（花貫自治会）―

　千厩地域福祉課で実施するボールエクササイズの普及
をしながら、ふれあいサロンを開設する自治会がふえて
います。サロンは、お茶のみ、料理、小物づくり等に取
り組みながら健康づくり仲間づくりをすすめています。
花貫会館は、バス停もある主要道路沿いにあり、とても
集まりやすく居心地のよい会場で毎回賑やかです。

　川崎町内では、６地区でいきいきサロン活動を地区公
民館で実施しています。その中の一つ本町サロンでは、
２ヶ月に１回程度の割合で 20名ぐらいで、お茶飲み・会
食、料理作り、体操・レクリエーションなどを行ってい
ます。黒板に大きく歌詞をかいて、何度も何度も繰り返し、
おぼえて帰ろうと熱が入りました。

社
協
ふ
く
し
祭
り

｜｜

市
内
外
か
ら
２
千
人
あ
つ
ま
り
交
流

市
内
外
か
ら
２
千
人
あ
つ
ま
り
交
流

　

人
形
劇
は
大
東
町
摺
沢
で
毎
年
開
催

さ
れ
て
い
る
「
人
形
劇
の
つ
ど
い
」（
人

形
劇
の
つ
ど
い
実
行
委
員
会
：
委
員
長

　

藤
野　

静
枝
氏
）
に
依
頼
し
市
内
外

の
人
形
劇
グ
ル
ー
プ
９
団
体
が
出
演
し

昔
話
等
を
披
露
。
親
子
や
孫
と
一
緒
に

見
て
い
る
来
場
者
も
多
く
「
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か

ら
一
緒
に
ま
た
昔
話
を
し
た
い
で
す
」

と
感
想
を
寄
せ
ら
れ
た
方
も
い
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
市
内
外
の
福
祉
施
設
の

授
産
製
品
販
売
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
に
よ
る
出
店
な
ど
多
く
の
イ
ベ

ン
ト
も
開
か
れ
、
市
内
の
高
校
生
も
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
19
名
が
参
加
し
各

イ
ベ
ン
ト
に
協
力
し
盛
り
上
げ
役
と
し

て
一
役
を
担
い
ま
し
た
。

　花泉涌津地区の福祉推進協議会主催で開催されるふれあいサロンは、一人ぐらしの高
齢者や民生委員さんの参加を得て 40 名があつまりました。毎回ゲーム・健康相談、そ
して作品づくりに取り組んでいます。写真は「雪ん子人形」づくりをしながら、かわい
い手づくり作品に、お茶のみの会話もはずみました。

一関市社会
福祉協議会合併記念事業

 

10
月
15
日
㈰
に
一
関
市
社
会
福
祉
協

議
会
合
併
記
念
事
業
・
社
協
ふ
く
し
祭

り
「
ゆ
い
っ
こ
広
場
」
を
大
東
保
健
セ

ン
タ
ー
で
開
催
し
、
市
内
外
か
ら
約

２
千
人
の
来
場
者
が
集
い
ま
し
た
。
昨

年
ま
で
は
地
域
住
民
と
地
域
福
祉
の
ふ

れ
あ
い
の
祭
り
と
し
て
大
東
社
協
で
開

催
し
て
い
ま
し
た
が
、
合
併
後
も
社
協

と
地
域
住
民
、
地
域
福
祉
の
輪
を
広
げ

新
た
な
一
関
市
の
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

を
す
す
め
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。「
ゆ
い
っ
こ
広
場
」
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
大
東
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

協
議
会
が
中
心
に
な
り
企
画
。
今
年
は
、

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
に
子
供
か
ら
高
齢

者
ま
で
一
緒
に
楽
し
め
る
も
の
と
し
て
、

猿
回
し
と
人
形
劇
を
観
賞
。
猿
回
し
は

静
岡
県
の
伊
東
市
か
ら
招
き
ま
し
た
。

２
匹
の
猿
は
野
生
的
な
芸
あ
り
お
笑
い

あ
り
で
来
場
者
を
魅
了
し
終
始
笑
顔
や

笑
い
声
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　　　　　
　　　　　　

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2006年10月15日

花泉支部

大東支部千厩支部

川崎支部 ■ 体操でイキイキ。歌っていきいき ■
　― ふれあいサロン（本町） ―

▲朝早くから賑わったお宝続出のフリーマーケット！

▲無料で遊べるコーナーは子供たちに大人気！

▲子供からお年寄りまで楽しめた猿回し。
　　１つ１つの芸に「おー」「わー」と歓声！
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日
頃
の
介
護
づ
か
れ

日
頃
の
介
護
づ
か
れ

心
身
と
も
に

心
身
と
も
に

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

東
磐
井
地
域
在
宅
介
護
者
の
集
い
が
、

11
月
18
日
か
ら
19
日
の
１
泊
２
日
の
日

程
で
、
宮
城
南
三
陸
ホ
テ
ル
観
洋
を
会

場
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

海
岸
沿
い
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
ホ
テ

ル
を
会
場
に
、
在
宅
で
寝
た
き
り
老
人

や
認
知
症
・
重
度
障
害
者
の
、
日
頃
の

介
護
者
の
疲
れ
を
癒
し
、
心
身
と
も
に

リ
フ
レ
シ
ュ
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
。

介
護
者
等
30
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参

加
し
た
介
護
者
か
ら
は
、
自
分
で
外
出

す
る
機
会
が
つ
く
れ
な
い
こ
と
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
催
し
を
今
後
も
続
け
て
ほ

し
い
と
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

岩
手
県
生
命
保
険
協
会
で
は
、
社
員

一
丸
と
な
っ
て
、
毎
年
募
金
を
集
め
福

祉
活
動
の
た
め
に
車
両
を
寄
贈
し
て
お

り
ま
す
。
今
回
で
16
回
目
32
台
目
と
な
っ

た
贈
呈
が
、
18
年
11
月
27
日
盛
岡
市
内

の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、
県
生
命
保
険
協

会
田
辺
会
長
か
ら
一
関
市
社
協
茂
庭
会

長
に
キ
ー
が
渡
さ
れ
軽
自
動
車
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
の
軽
自
動
車
は
、
食

事
サ
ー
ビ
ス
を
中
心
と
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
足
と
し
て
活
動
に
弾
み

が
つ
い
て
い
ま
す
。

● 

社
協
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。

平
成
18
年
度
手
話
講
習
会

一
関
支
部

　
「
手
話
講
習
会
」
は
、
平
成
18
年
11
月

22
日
㈭
か
ら
平
成
19
年
１
月
18
日
㈭
ま
で

の
７
回
コ
ー
ス
で
聴
覚
障
害
者
の
理
解
と

手
話
に
触
れ
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
ま

し
た
。

　

受
講
者
は
、
手
話
を
勉
強
す
る
こ
と
が

初
め
て
と
い
う
方
30
名
で
行
い
ま
し
た
。

　

講
座
は
、「
聴
覚
障
害
者
の
基
礎
知
識
」

「
手
話
の
基
礎
知
識
」、「
障
害
者
の
生
活
」、

「
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
」
な
ど

を
行
い
、
実
技
は
身
振
り
か
ら
始
ま
り
、

手
話
で
の
あ
い
さ
つ
や
自
己
紹
介
、
日
常

に
お
け
る
手
話
で
の
会
話
な
ど
を
行
い
、

最
後
に
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
聴
覚
障
害

者
と
会
話
を
す
る
時
間
を
設
け
、
学
ん
で

来
た
こ
と
を
生
か
す
よ
う
に
し
た
り
、
一

緒
に
伝
言
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
な
が
ら
、

交
流
す
る
と
い
っ
た
形
で
、
自
然
な
形
で

聴
覚
障
害
者
や
手
話
に
接
す
る
講
座
と
な

り
ま
し
た
。

　

講
習
会
最
終
日
に
は
、
社
協
事
務
局
長

よ
り
「
こ
の
講
座
で
手
話
の
勉
強
が
終
わ

る
こ
と
で
は
な
く
、
手
話
サ
ー
ク
ル
や
手

　

１
月
23
日
㈫
、
１
月
30
日
㈫
の
両
日
、

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
も
兼
ね
、

「
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
基
本
を
勉

強
す
る
た
め
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
岩
手
音
声

訳
の
会
の
２
名
が
講
師
と
な
っ
て
、
講

義
と
実
技
指
導
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
は
、「
視

覚
障
害
者
の
た
め
に
、
書
か
れ
た
文
字

や
絵
や
写
真
な
ど
目
で
読
み
取
る
こ
と

を
音
声
に
変
え
て
伝
え
る
」
活
動
と
言

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味

を
も
っ
た
８
人
の
受
講
者
と
、
既
に
音 聴覚障害者より手話を学ぶ受講生たち

「音声訳の基本」について熱心に聞いている受講生たち

声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
い
る

方
が
受
講
者
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
あ
る
「
声
の
新
聞
」
グ
ル
ー
プ
が
助

成
金
を
受
け
、
開
催
し
ま
し
た
。

　

講
座
の
１
日
目
は
、
①
音
声
訳
と
は
、

②
音
声
表
現
技
術
（
発
音
練
習
・
調
音

練
習
・
読
む
こ
と
・
聞
こ
え
方
な
ど
）

を
行
い
、
２
日
目
は
、
③
写
真
の
説
明

の
仕
方
や
広
報
を
読
む
な
ど
の
実
践
を

行
い
ま
し
た
。

　
「
声
の
新
聞
」
の
代
表
は
、「
今
後
、

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
員
拡
大
と

技
術
向
上
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

講
座
を
通
じ
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
の
機
会
を
つ
く
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
相
談
は
、

各
社
協
支
部
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

に
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
磐
井
病
院
の

　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
て
い
ま
す
」

話
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
交
流
を
深
め
、
技

術
を
磨
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
総
評
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

募
集
情
報

○
募
集
期
間
…
通
年

○
活
動
場
所
…
磐
井
病
院 

院
内

○
活
動
時
間
…
午
前
８
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　

13
時
30
分

○
活
動
内
容

　
　

外
来
案
内
、
会
計
自
動
支
払
機

　
　

操
作
補
助
、
屋
上
庭
園
整
備
な
ど

○
そ
の
他

　

① 

各
自
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険

に
加
入
す
る
こ
と
。

　

② 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
後
は
、
研
修

を
受
け
る
こ
と
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
　

磐
井
病
院　

担
当　

冨
手
ま
で

　
　

電
話　

23―

３
４
５
２

　
　
（
内
線
１
３
５
２
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

と
び
ら

と
び
ら

あ
な
た
の
一
歩

音
声
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
習
会 
一
関
支
部

県
生
命
保
険
協
会
か
ら

県
生
命
保
険
協
会
か
ら

軽
自
動
車
の
寄
贈

軽
自
動
車
の
寄
贈

介
護
支
援
事
業
所
だ
よ
り

介
護
支
援
事
業
所
だ
よ
り

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
山

　
　
　
　
　
　

介
護
員　

松
岡
美
枝
子

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
山

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
東
山
の
基
本
理
念
は
「
真
心｣

で
す
。

　

い
つ
で
も
、
真
心
の
こ
も
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
よ
う
に
心
掛

け
て
い
ま
す
。

　

私
達
が
考
え
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
行
事
を
楽
し
ん
で
い
る
利
用

者
皆
様
の
笑
顔
や
、
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が
響
き
渡
る
と
、
私
達
職
員

も
嬉
し
さ
と
同
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
利
用
者
皆
様
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
職
員
一
同
、

日
々
、
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
笑
顔
で

毎
日
元
気
を
も
ら
っ
て
ま
す
！

正月はもちが一番です
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名
勝
猊
鼻
渓
の
船
乗
り
場
で
街

頭
募
金
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客

と
ふ
れ
あ
い
も
楽
し
み
な
が
ら
の

募
金
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

平成18年度共同募金運動中間実績
募金内容 目標額 中間実績額 一関事務所 花泉事務所 大東事務所 千厩事務所 東山事務所 室根事務所 川崎事務所

赤い羽根共同募金 19,260,000 19,271,332 5,551,603 3,007,193 4,056,965 2,701,329 2,087,236 1,078,546 788,460

歳末たすけあい募金 21,460,000 23,611,969 9,078,862 2,715,968 3,672,521 4,108,577 1,721,711 1,539,353 774,977

岩手県共同募金会一関市分会

（単位：円、平成19年１月19日現在）

12
月
７
日
㈭
に
岩
手
県
曹
洞
宗

青
年
部
の
僧
侶
21
名
が
、
毎
年

各
地
域
で
行
わ
れ
る
寒
行
托
鉢

を
、
今
回
は
大
東
地
域
興
田
の

中
川
寺
か
ら
沖
田
の
照
覚
院
ま

で
を
歩
き
、
托
鉢
で
集
ま
っ
た

浄
財
が
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募

金
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
の
福
祉
、

募
金
は
み
な
さ
ん
の
参
加
に

支
え
ら
れ
ま
し
た
。

地
域
を
支
え
る
募
金
活
動
に
理
解
を
得
な
が
ら
、
各
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。み
な
さ
ま
の
心
温
ま
る
協
力
で
、

共
同
募
金
は
目
標
額
を
達
成
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
配
分
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

寒
行
托
鉢
を
募
金
に

箱
い
っ
ぱ
い
の
、

み
ん
な
の
募
金
で
す
。

　

川
崎
町
の
小
中
学
校
の
児
童
生

徒
の
皆
さ
ん
は
、お
小
遣
い
を
削
っ

て
組
み
立
て
募
金
箱
に
い
れ
、
集

ま
っ
た
た
く
さ
ん
の
思
い
や
り
の

募
金
で
す
。

　

写
真
は
門
崎
小
学
校
児
童
会
か

ら
瀬
上
理
事
が
受
け
取
り
ま
し
た
。

校
内
行
事
で
、

募
金
活
動
に

校
内
の
文
化
祭
で
、
バ
ザ
ー
や
廃

油
石
け
ん
を
つ
く
り
販
売
し
た
売

り
上
げ
を
、
募
金
に
と
来
所
し
た

室
根
中
学
校
生
徒
会
の
み
な
さ
ん

で
す
。

街
頭
募
金
は

人
と
の
出
会
い

今
年
も
熱
演
で
、

楽
し
く
募
金

　

日
頃
の
活
動
を
、
楽
し
く
発
表
す

る
恒
例
の
千
厩
地
区
婦
人
会
チ
ャ
リ

テ
ィ
シ
ョ
ー
が
、
12
月
３
日
千
厩
農

村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、

拍
手
喝
采
が
飛
び
交
い
な
が
ら
、
賑

や
か
に
上
演
さ
れ
楽
し
い
募
金
活
動

と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

一関支部
　一関中学校バスケｯトボール部父母会様 36,009円
　一関市 チャリティ踊りの会様　20,000円
　一関市萩荘字高梨東 一関信用金庫萩荘支店様　21,534円
　一関市弥栄字沼畑 佐藤　陸雄様 200,000円
　一関市南新町 岩手日日新聞社様  　8,100円
　一関市厳美町字上野 阿部　　敏様 100,000円
　一関市 一関20区住民参加文化展実行委員会様　11,791円
　一関市赤荻字中条 伊藤　　壽様 100,000円
　一関市厳美町字鴻ノ巣 氏家　昌子様 100,000円
　フラメンコ教室
　　エスツウディオ・ボニータ・ペアーレ一関様 30,000円
　一関市　ＪＰＵ一関支部様 通常郵便葉書400枚
　一関市赤荻字鶴巻 ジェイ商事株式会社様 104,500円

花泉支部
　花泉町金沢字柏木 佐竹　守也様 100,000円
　花泉町永井字粒乱田 水木流　水木鶴升会様　50,000円
　花泉町油島字飛ヶ沢 蝦島五声会　武田　慶一様　30,000円
　花泉町金沢字北町 小野寺　均様 100,000円
　花泉町老松字上汁足 阿部　弘子様 100,000円
　花泉町日形字小野 花泉町民謡まつり実行委員会様　10,000円
　花泉町花泉字袋 花泉ダンス同好会　阿部すみ子様　10,000円
　花泉町花泉字林ノ沢 花泉高校母親委員会様　25,480円
　花泉町油島字北ノ沢 佐藤　忠一様 100,000円
　花泉町花泉字天王沢沖 花泉地区福祉推進協議会様  　2,000円
　花泉町花泉字松沢 花泉笑交会様　20,000円
　花泉町油島字上築道 千葉　大和様  　3,000円
　花泉町永井字薬師沢 渡辺　斉司様 100,000円
　花泉町永井字粒乱田 千葉　健吾様　10,000円

大東支部
　大船渡市大船渡町字台 大船渡ヤクルト販売㈲様　35,649円
　大東町摺沢字礼田 那須　　清様 100,000円
　大東町猿沢字板倉 金　　幸太様　50,000円
　大東町 大東芸術文化協会 摺沢支部様　50,000円
　大東町摺沢字摺沢駅 故菊池　栁子様 200,000円
　大東町渋民字横枕 菊池　忠範様　50,000円
　大東町摺沢字上堺ノ沢 千葉與三郎様　30,000円
　大東町猿沢字大町裏 小野寺清一様　50,000円
　大東町渋民字西風 金野　新一様　30,000円
　大東町大原字堰ノ上 菅原　秀志様 100,000円
　大東町渋民字小林 佐藤　まさ様 100,000円
　大東町猿沢字小向 菊地　陸郎様　50,000円
　大東町大原字川内 高井　信博様　50,000円
　大東町大原字上ノ洞 菊池　藤雄様　30,000円
　大東町摺沢字百目木 藤野　民子様　50,000円
　大東町渋民字和田沢 小崎　福雄様　20,000円
　大東町 大東町各種女性団体協議会様　30,000円
　大東町摺沢字中羽根折沢 菊池　正二様　20,000円
　大東町大原字角柄田 金野やよい様　50,000円
　大東町渋民字関ノ上 地域特産物直売組合様　33,438円
　大東町渋民字伊勢堂 小崎　聖史様　50,000円

千厩支部
　千厩町千厩字石堂 家具の小野寺様  　5,600円
　千厩町千厩字摩王 村上　勇司様 200,000円
　千厩町 千厩ライオンズクラブ様　35,000円
　大船渡市大船渡町字台 大船渡ヤクルト販売㈲様　26,122円
　千厩町小梨字鼠沢 佐藤　冨喜子様 200,000円
　千厩町千厩字神子ノ沢 千葉　俊一様　50,000円
　千厩町千厩字下駒場 東磐運送株式会社様 100,000円
　千厩町 千厩地区婦人会様　20,000円
　千厩町奥玉字沢前 小山　れん様 100,000円

東山支部
　東山町長坂字町 佐藤　郁子様 100,000円
　東山町松川字野平 石崎　泰男様 100,000円
　大船渡市大船渡町字台 大船渡ヤクルト販売㈲様　16,536円
　東山町松川字野平 和賀　孝行様 100,000円
　東山町松川字岩ノ下 千葉　末男様 200,000円
　東山町松川字寺崎
 松川第２区自治会会長　小山玄夫様　12,245円
　東山町長坂字中倉
 東山ボランティア連絡協議会会長佐々木忠市様 20,000円
　千厩町千厩字下駒場 東磐運送株式会社様 100,000円
　東山町松川字台 松川婦人会　会長　千葉　洋子様　40,700円
　東山町長坂字町 石崎　達男様 100,000円
　東山町松川字台 佐藤　正悦様　50,000円

室根支部
　室根地域公衆衛生組合連合会  会長  菅原　茂幸様   　1,901円
　千葉県成田市玉造 小松　和男様　50,000円
　室根町津谷川字千代ヶ原 芳賀　慎也様　30,000円
　室根町折壁字新舘前 鈴木　信夫様　30,000円
　室根町折壁字屋中 高橋　清徳様　50,000円
　室根町折壁字絵図下 菅原　昭生様　50,000円
　大船渡市大船渡町字台 大船渡ヤクルト販売㈲様　13,912円
　室根町矢越字五反田 吉田美喜男様　50,000円
　室根町矢越字曲谷 小山　洋一様　30,000円
　室根町折壁字天神下 齋藤　将博様　50,000円
　室根町折壁字中西 小山　益喜様　30,000円
　室根町折壁字屋中 屋中自治会長　鈴木　三男様　18,805円
　室根町矢越字沢 小山　　眞様　50,000円
　室根町津谷川字本宿 鈴木　信一様　30,000円

川崎支部
　川崎町薄衣字諏訪前 金野　久時様 100,000円
　大船渡市大船渡町字台 大船渡ヤクルト販売㈲様　10,030円
　川崎町薄衣字鴨地 三浦　静夫様　80,000円
　川崎町薄衣字久伝 岩渕　正一様　50,000円
　大船渡市大船渡町明神前
　　医療法人きくた 菊田冨士子様 300,000円

こころから厚くお礼申しあげます。

9 月から 12月までに、市民の皆様からご寄附がありました。♥

川崎
支部

室根
支部

東山
支部

千厩
支部

全
校
あ
げ
て

取
り
組
み
ま
し
た

　

花
泉
町
の
涌
津
小
学
校
で

は
、
児
童
会
の
福
祉
委
員
が
呼

び
か
け
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
、

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

牛
乳
パ
ッ
ク
で
募
金
箱
を
作

り
、
福
祉
委
員
が
給
食
時
間
に

各
ク
ラ
ス
や
職
員
室
を
ま
わ
っ

て
呼
び
か
け
、
集
め
ら
れ
た
募

金
で
す
。
福
祉
の
た
め
に
活
用

し
て
く
だ
さ
い
、
と
渡
辺
支
部

長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

花泉
支部

大東
支部
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か
わ
ら
版

　

花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
無
料
法
律
相
談
を
開

催
し
ま
す
。
法
律
に
関
す
る
様
々
な
悩
み
事
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
と
な
り
ま
す
。
希
望
者
は
事
前
に
花
泉

支
部
心
配
ご
と
相
談
所
で
受
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。　

　

申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
先
着
順
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

《
相
談
会
内
容
》

日
時
／
２
月
22
日
㈭　

午
後
１
時
〜

会
場
／
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
員
／
弁
護
士　

大
屋
勇
造
先
生

予
約
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
福
祉
協
議
会

　

花
泉
支
部（
電
話
82

－

４
０
０
２
）ま
で

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　

弁
護
士 

大
屋
勇
造
先
生
を
講
師
に
、
左
記
の
日
程
で
開

催
い
た
し
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
全
般
に
つ
い
て
、
理
解
を
深
め
る
良
い

機
会
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

《
研
修
会
内
容
》

日
時
／
平
成
19
年
２
月
22
日
㈭

　
　
　

９
時
50
分
受
付  

10
時
10
分
開
会

　
　
　

10
時
20
分
講
義  

12
時
00
分
閉
会

会
場
／
花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

大
ホ
ー
ル

内
容
／
講
義

　
　
　
「 

個
人
情
報
保
護
に
よ
る
規
制
の
範
囲
と
諸
問
題
」

講
師
／
弁
護
士　

大
屋
勇
造
先
生

　

※ 

一
般
参
加
さ
れ
る
方
は
当
日
受
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

両
磐
地
区
相
談
員
等
研
修
会

一
般
参
加
の
ご
案
内

木工製品販売木工製品販売

ゴミ袋がゴミでいっぱいになっても
取り出しやすい。
一関市指定ゴミ袋対応

市販のプランターを中に入れて使用
できます。
内径寸法　深さ 13㎝ ／長さ 52.5㎝ 
　　　　　幅  20㎝ 

ゴミ袋フォルダー
平口……1,500円
斜口……1,800円
フタ付…2,000円

プランター…1,000円
 問い合わせ先

　福祉作業所
ワークプラザ千厩
℡   51-3161 ℻   51-3162

　ファミリーサポートセンターは、子育ての手助け
をしてほしい依頼会員（おねがい会員）と子育ての
手伝いをしたい協力会員（あずかり会員）、両方を
兼ねる（どっちも会員）の会員組織です。
⑴　 保育園又は幼稚園の開園前及び降園後に児童を
預かること。

⑵　保育園又は幼稚園まで児童を送迎すること。
⑶　児童クラブ終了後に児童を預かること。
⑷　学校の放課後に児童を預かること。
⑸　児童が病気等、緊急な事由により預かること。
⑹　冠婚葬祭又は行事等により児童を預かること。
⑺　通院又は買物等、外出により児童を預かること。
⑻　その他、育児に関して必要な支援。

◎お問い合わせ
　一関市社会福祉協議会　☎ 23-6020

　平成 18 年 10 月１日から障害者自立支援法が本格実
施され、３障害（身体、知的、精神）共通の事業となり、
「障害者相談支援事業」となりました。
　一関障害者生活支援プラザは、常勤の相談支援専門員
と、ピアカウンセラー（当事者相談員）を配置して、家
庭訪問を行っています。
　障害者本人が福祉サービス等を利用し、自立した日常
生活や社会生活を営むことが出来るよう保護者、介護者
からの相談に応じたり必要な情報の提供などを行ってい
ます。
　ご家庭で相談したい方は、ご自宅まで伺いますので、
お気軽にお問い合わせください。

一関市社会福祉協議会　一関障害者生活支援プラザ
☎ 0191-31-3533（一関市総合福祉センター３階）

ご家庭で相談したい方はご家庭で相談したい方は
お宅まで伺います！お宅まで伺います！

ファミリーサポートセンターファミリーサポートセンター
会員募集会員募集
＝おねがい会員

（依頼会員）
どっちも会員
（両方会員）

あずかり会員
（協力会員）
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